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テーマ 地域金融について考える 

著書・論文 

 

研究課題等 

【論  文】「信金・信組のリレーション営業～優位性と問題点～」 
『月刊金融ジャーナル』2013 年 8 月号。 

【そ の 他】「信金の“目利き力”が地域の中小企業を元気にする」『月刊

コロンブス』2014 年 7 月号。（浅野純次氏との対談。浅野

氏：経済倶楽部理事、石橋湛山記念財団理事、東洋経済新

報社の社長・会長を歴任。） 
【研究課題】信用金庫・信用組合の存在意義 
ゼ ミ ナ ― ル 概 要 

キーワード：地域金融機関、地域密着型金融（リレーションシップバンキング）、中小企業、地域経済 
 

［目的］ 

 いま、地域金融機関（地方銀行、信用金庫、信用組合など）は、従来のように預金を集めてそれを貸し出すという単なる「金
貸し」としての役割を果たすだけではなく、取引先企業に対する創業・新事業支援、経営相談・支援、再生支援、事業承継支
援などのコンサルティング機能を果たすこと、さらにはそのような取組みを通じて地域の活性化に貢献することなどが求めら
れている。 

 このゼミでは、地域経済の現状と課題、地域金融機関に求められる役割などについて、自分なりに考えることができるよう
になることを目的とする。 

 

［方法・計画］ 

 ○２年次 

  (1) 映画等の鑑賞 

・映画「素晴らしき哉、人生！」および東日本大震災のあとの信用金庫の取組みをとりあげた TV番組を観て、地域 

金融機関のあり方について考える。 

  (2)テキストの輪読 

・テキストを用いて、信用金庫がどのような地域貢献活動を行っているのか、信用金庫が地域活性化においてどの 

ような役割を果たしているのかなどについて学ぶ。 

  (3)信用金庫のディスクロージャー誌の分析 

・信用金庫の経営理念や具体的な地域貢献活動について調べて、まとめる。 

  (4)理想の金融機関についての検討 

・ディスクロージャー誌の分析を踏まえ、自分たちが理想とする地域金融機関の姿について考える。 

 ○３年次 

  ２年次での学習を発展させる。各自が地域金融に関する具体的なテーマを設定し、それについて調べて報告する。 

 ○４年次 

  ３年次での取組みを卒業論文としてまとめる。 

 

［履修上の注意］ 

 次の約束を守ることができる人だけ、エントリーシートを提出してください。 

  (1) 無断で欠席や遅刻をしないこと。 

(2) 発表する日に欠席をしないこと。 

(3) 提出物の期限を守ること。 

 

［エントリーシートに記入する内容］ 

(1)希望理由、(2)自己アピール。 

 

使用テキスト 担当教員からのメッセージ 

関満博・鈴木眞人編『信用金庫の地域貢献』新評論、

2008 年。 

エントリーシートを提出する前に必ず研究室を訪問してください。 

 


